
令和８年３月２４日        学校通信 第１３号        苫小牧市立明野小学校

   

「当たり前」の積み重ねが、確かな成長の根に 
苫小牧市立明野小学校長 田中 雅子 

校庭の木々のつぼみが膨らみ始め、春の訪れを感じる季節となりました。保護者の皆様、地域の

皆様には、この一年間、本校の教育活動に温かいご理解と多大なるご支援を賜りましたこと、心よ

り厚く御礼申し上げます。 

振り返れば、今年度は本校にとって「大きな変化」の一年でした。「今一度基本に立ち返り、当た

り前のことを当たり前にできる子の育成」を最優先課題に掲げ、全教職員で歩んで参りました。 

〇あいさつができ、人を大切にする子 【協働性】 

〇自分の考えをもち、進んで表現する子【主体性】 

〇あきらめずに、チャレンジし続ける子【実践力】 

これら３つの姿を目指し、あいさつ・「守ろう 8 か条」の定着・授業改善、そして行事等でのね

ばり強い取組に全力を注いできました。 最初は意識して行っていた「当たり前」が、日々の積み

重ねによって、少しずつ子どもたちの「無意識の習慣」へと変わっていく手応えを感じています。  

その集大成が、先週行われた卒業式でした。 6 年生の凛とした立ち居振る舞いや、堂々と決意を

述べる眼差しからは、この一年間で蓄えた確かな自信があふれていました。 また、それを見つめる

1 年生から 5 年生の姿勢や、感謝を込めた歌声も大変すばらしく、全校児童の心が一つになった瞬

間でした。一人ひとりの成長を肌で感じ、私自身、胸が熱くなる思いでした。 

この歩みを止めることなく、来年度は「豊かな学校経営を土台に、授業で勝負！」する一年を目

指します。今年度、子どもたちがねばり強く取り組んできた「当たり前」の積み重ねは、一人ひと

りの心の中に確かな「自信の根」として深く張っているはずです。この根があるからこそ、子ども

たちは自分の可能性を信じ、未来を自らの力で切り拓いていくことができます。 私たちは、その

大切な根をさらに太く、強く育むため、日々の授業や教育活動等の一層の充実に全力を尽くしてい

きます。子どもたちが新しい学年でも、自分らしく堂々と歩みを進めていけるよう、教職員一同、

情熱をもって努力を重ねて参ります。次年度もどうぞよろしくお願いいたします。そして一年間、

本当にありがとうございました。  

～協働性 主体性 実践力～ 

「レッツ チャレンジ! わくわく 明野小! ! 

わくわく本気・根気・勇気・元気を未来へ結ぶ」 

〇あいさつができ、人を大切にする子 【協働性】 

〇自分の考えをもち、進んで表現する子【主体性】 

〇あきらめずに、チャレンジし続ける子【実践力】 
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☆４月の行事予定☆ 
２日(木) 転入受付 14:00～ 
３日(金) 3年クラス発表 11:00 アリーナ 

他学年担任発表 11:00  メール 
１年クラス発表 13:00  アリーナ 

７日(火) 新６年生前日登校 
８日(水) 着任式・１学期始業式 給食なし 
     交通安全街頭指導 
９日(木) 入学式 10:00 給食なし 

１０日(金) 下校指導 1年生 ～14日まで 
２～６年給食開始 PTA役員会① 

１５日(水) 1年給食開始 
二計測・視力 4.5.6年 

１６日(木) 苫小牧市統一学力テスト 6年 
      二計測・視力 2.3年 
１７日(金) 二計測・聴力・視力 1年 
２０日(月) 聴力 2.3.5年 
２１日(火) 避難訓練 2校時 
２２日(水) 二計測・聴力・視力 スマイル 
２３日(木) 全国学力・学習状況調査 6年 

苫小牧市統一学力テスト 4.5年 
２４日(金) 避難訓練予備 尿検査 
２５日(土) 全校参観日・PTA総会・学級懇談 
２７日(月) 振替休業 
２９日(水) 昭和の日 

【４月の帰宅時刻】午後５時３0 分 

【４月の生活目標】 

『自分から進んであいさつしよう』 

『ろう下を正しく歩こう』 

『記名章をつけよう』 

 

３月 19 日（木）、第 32回卒業証書授与式が厳
かに行われ、56名の卒業生が明野小学校を巣立っ
ていきました。式の前には緊張した面持ちの子ど
もたちも、入場の音楽が流れると表情が引き締ま
り、一人ひとりが胸を張って歩く姿がとても頼も
しく感じられました。 
呼名にしっかりと返事をする声、証書を手に席

へ戻るときの表情には、この学校で過ごした日々
への思いが感じられました。仲間や先生方と毎日
を共にする時間は一区切りとなりますが、ここま
でに培ってきた力は、次の学びにつながっていき
ます。自分の目標に向かって、それぞれのペースで
前進していってほしいと思います。 
 教職員一同、卒業生の歩みを今後も見守ってい
きます。 

工藤  倫(教頭)    登別市立若草小学校へ 
３年間、大変お世話になりました。桜が美しく咲

く明野小学校で子どもたちや保護者の皆様、地域の
皆様に支えられ、大変充実した日々を過ごさせてい
ただきました。 
 新しい学校でも、ここで学んだことを大切にしな
がら、精一杯努めてまいります。これまでの温かい
ご支援に、心より感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。 

宮本 浩二(教諭)         ご退職 
※宮本教諭につきましては、昨年９月より病気療

養中でしたが、３月をもちましてご退職となりま
す。 

富塚 栄樹(教諭)         ご退職 
「この６年間、明るく元気な子どもたちに囲ま

れ、充実した日々を送ることができました。たくさ
んの思い出があり、別れが寂しいですが、これから
も子ども達の成長を願っています。保護者の皆様に
も大変お世話になりました。ありがとうございまし
た。 

小林 勝彦(特別支援教育支援員) 苫小牧市立北光小学校へ 
今年は支援員としてすべてのクラスで子ども達

と接し、「できた」「わかった」という笑顔をたくさ
ん見ることができました。また、多くの子と触れ合
い、楽しく過ごすことができました。３年間お世話
になり、ありがとうございました。  

南澤 尋美(特別支援学級介添員)  ご退職 
 明野小では３年間大変お世話になりました。子
供達がこれからも笑顔ですごせるよう、別の場所
からではありますが、お祈りしています。ありがと
うございました。 

村田 美穂(外国語専科教諭) 苫小牧市立ウトナイ中学校へ 
「わかるようになって楽しかった」という児童の声
が励みとなり、なんとか１年を終えることができま
した。この貴重な経験を赴任先でも生かして参りま
す。児童、教職員、地域の皆様方のお支えに感謝申
し上げます。誠にありがとうございました。 

渡邉 俊子(教諭)    苫小牧市立澄川小学校へ 
２年間、子どもたちの明るい笑顔や元気な声に囲

まれ、毎日楽しく充実した時間を過ごすことができ
ました。友達と助け合いながら一生懸命に頑張る
姿、できることが少しずつ増えていく姿に、私自身
もたくさんの元気と学びをもらいました。この学校
で過ごした日々は、私にとって大切な宝物です。             
保護者の皆様には、いつも温かく見守り、支えてい
ただきましたことを心より感謝申し上げます。あり
がとうございました。 

村井 孝順(教諭)         ご退職 
子どもたちの笑顔や日々の小さな成長に触れな

がら、多くのことを学ばせていただいた五年間でし
た。保護者の皆様には、日頃より温かいご理解とご
協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

久保田 剛史(公務補) 苫小牧市立美園小学校へ 
 ２年間でしたが、子供達の明るい笑顔に支えら
れ無事に勤務することができました。新任校でも
明野小での経験を生かして、頑張っていきたいと
思います。ありがとうございました。 


